[bookmark: _GoBack]令和６年度から、構造材に加え、内装材も補助対象となりました。
市産材を使った木造建築を応援します！～ 高山市匠の家づくり支援事業 ～
｢高山市匠の家づくり支援事業」は、木造建築物への市産材活用を進める事業です。市内の方が住宅・店舗・事務所等を市産材で建てる場合に建築費を、また市内・外で市産材を使った木造建築に取り組む建築事業者の方には、建築主に市産家具などの木製品を贈呈する経費を助成！３つのタイプのうち、どれに当てはまるかをご確認いただき、手続きをお進めください。

１．事業概要
	タイプ
	市内建築主(市内)型
	市内建築主(市外)型
	市外建築主型

	補助対象者
	建築主
	建築事業者

	建築主
	市民又は市内法人
	市外の個人又は市外法人

	建築場所
	市内
	市外
	市内・市外

	補助内容
	構造材の市産材使用量に応じ２万円/㎥、内装材の市産材使用面積に応じ２千円/㎡の合計額
	構造材の市産材使用量に応じ２万円/㎥、内装材の市産材使用面積に応じ２千円/㎡の合計額を上限として、建築事業者が建築主に贈呈する目的で市産家具などの木製品を購入した額

	補助限度額
	３０万円

	建物の種類
	住宅、別荘、店舗、事務所等



２．補助要件
・構造材の６０％以上に市産材を使用する建築物
・内装材の申請は、構造材と併せて申請すること
・市内に本店、支店又は営業所がある工務店等が建築する建築物
・市税の滞納者でないこと

３．補助対象木材の種類
構造材：土台、束、大引き、柱（通柱、管柱に限る）、梁、桁、胴差し、母屋、棟木、隅木（火打ちを除く）
内装材：補助建築物内部の床面、壁面、天井面に内装仕上げとして使用される部材（床板、壁板、天井板等）

４．市産家具などの木製品について
・補助対象物品は、市内に本店を有する事業者で製造された家具・木製品と伝統工芸品で、市内に本店を有する事業者（法人、団体、自営業者（法人の場合は、法人登録の登記事項証明書の事業目的に、家具、木製品又は工芸品についての記載がある事業者に限ります。））から購入したものです。
・市が補助建築物として認定し、着工した後から、建築物の引き渡し及び諸手続きが完了するまでに購入してください。
※造り付け家具は対象とはなりません。
※伝統工芸品は、国が指定する伝統工芸品又は岐阜県知事が指定する郷土工芸品が対象です。


※ 詳しくは高山市役所森林政策課（電話0577-35-3143)へお問合せください。
